
「第２７回 東京都建設局技術業務体験発表会」において、派遣（応援）職員

として、御尽力いただきました「湊 勇人さん」が特別賞を受賞いたしました。 

●発表会概要 

 平成27年8月25日～26日 

東京都議会議事堂１階南側都民ホール 

●発表者 

 東京都建設局南多摩西部建設事務所 

 日野工区長 湊 勇人 

●発表題名 

「福島県沿岸地域の災害復旧・復興に向けて」 

～東日本大震災から４年の実状（福島県いわき市）～

●発表内容 

  東日本大震災から４年の実状として、取り巻く社会環境や福島県職員と派遣（応援）

職員の現状、復旧・復興工事の進捗状況、また、福島県の課題等について発表してい

ただきました。（発表内容については、次頁からを参照してください） 

受賞状況 発表状況 

本県での湊 勇人さんの職務経歴 

●H25.4～H26.3 福島県いわき建設事務所復旧・復興部 水門係長 

●H26.4～H27.3 福島県いわき建設事務所復旧・復興部 橋梁係長 



福島県沿岸地域の災害復旧・復興に向けて
～東日本大震災から４年の実状（福島県いわき市）～

南多摩西部建設事務所
日野工区長 湊 勇 人

ＪＲ常磐線 竜田駅（楢葉町）以北

福島県いわき市の位置図
海岸線 約67㎞
・福島県（約167㎞）の約4割の延長
海岸災害復旧事業範囲 約30㎞
・水管理国土・保全局所管 約25㎞（下記13箇所）
＜堤防高＝青2箇所：ＴＰ8.7m 赤11箇所：ＴＰ7.2m＞
【L1津波高と50年確率の高潮時の波高を比較し、
高い方で設定】
・水産庁港湾局所管 約 5㎞

いわき市

面積 約1,230
・福島県の約1割の面積
・東京23区約622  の約2倍
・平成の大合併までは面積全国１位

・隣接の県境、市境までは市中心部 より
約35㎞



小名浜港

いわき市における津波の発生状況
中之作漁港

津波被害状況（海岸堤防の決壊箇所）

薄磯地区

海岸堤防
決壊

豊間地区

波返しが
決壊



震災の影響（地盤沈下）

砂

砂

海

河川潮位は変わらない。

海や河川から砂が供給され砂浜に堆積する。

地盤沈下
約50ｃｍ

大雨時に陸地が冠水する。

水位は変わらない。

地盤と水位が近くなる。

大雨時の水位

平常時の水位

河川の水が
海に流れない。

海底も地盤沈下⇒波のエネルギー増⇒砂州に砂が堆積

砂が堆積 直接掘削

陸地が冠水

いわき市の津波防災まちづくり

■いわき市における堤防高の設定
各海岸 Ｌ１津波高 対 50年確率の高潮時の波の打ち上げ高 ＝ 比較により高い位置で設定

ＴＰ＋７．２ｍの箇所 ＝ 高潮時の波の打ち上げ高により設定された海岸（１１箇所）

ＴＰ＋８．７ｍの箇所 ＝ Ｌ１津波高により設定された海岸（２箇所）

※ 地盤沈下（市内全域平均約５０ｃｍ）を考慮し、算定した結果 ＝ 既設堤防高より、約３ｍが嵩上げ



福島県いわき建設事務所
復旧復興部 組織解説図

担当業務の概要

H２５．４～H２６．３ 水門係長（福島県で初めて設置する防潮水門４箇所の計画、実施）

H２６．４～H２７．３ 総合調整担当 兼 橋梁係長

（海岸、河川、水門、防災緑地、道路、橋梁の事業間調整、橋梁工事の計画、実施）

１ 技術者不足、確保

「コンクリート」から「人」へのあおり？ ⇒ 技術者離れ

【技術経験者の継承も途絶え、復活には時間を要す。】

【人員確保しても、不慣れ等から工事事故も増加・・・悪いサイクル】

福島県の現場作業員 ⇒ 除染作業員との賃金格差等、人員確保難。

東日本大震災（H23.3.11)以降、東北３県では
全国から応援職員（自治法派遣）が集結

取り巻く社会環境

２ 各所で災害
広島土砂災害（H26.8）、長野北部地震（H26.12）、
伊豆大島豪雨災害（H25.10） 等々

３ 資機材の高騰、確保難
震災特需、2020東京オリパラ決定⇒ 資機材は高騰。確保難。



被災住民の声（工事説明会やワークショップ）

福島県職員と派遣職員の現状

県職員
・地元のために頑張ろう！
・他自治体の技術力を確かめよう！
（業務方法の改善案を提供してもらおう！）
・応援職員には技術力で負けられない。
・将来に渡って役立つものを作りたい。

派遣（応援）職員

・県職員としてリーダーシップを発揮したい。
・被災者（本人、家族、親族、友人）でもある。
・災害復旧業務＋通常業務（巡視、水防体制等）

・被災地のために頑張ろう！
（地元、親族、友人などが福島や東北）
・自らの技術力を確かめよう！
（県職員、各応援職員の全国技術力大会？）
・福島の方々に喜ばれる施設を残したい。

志

・各自治体の代表（看板的な存在）
・応援者（少しでも県職員の助けになりたい）
・災害復旧業務に限定（県職員との弊害！！）

立
場

より善い対応

・技術力、知識力、経験知の意見交換 → 業務改善 → 事業をスピードアップ！
（H２４年度まで福島県の前評判は良くなかったが、H２５年度以降は組織の大改造等により改善）
・助け合いの精神（余暇もコミュニケーション） → 共感の仲間（良好な関係の構築）

共通の意識

震災大国の日本 → 派遣職員（明日は我が身） → 県職員（他自治体にも応援したい）



水門イメージ図

水門操作通信回線

4.9ＧＨｚ
400ＭＨｚ
（八木）

衛星 基地局 １

基地局 ２

滑津川水門

弁天川水門

神白川水門

中田川水門



水門自動及び遠隔操作フロー

現在、進められている災害復旧工事（水門）

弁天川水門（１扉体 11m×3m）

神白川水門
（１扉体 18.3m×3.6m）



現在、進められている災害復旧工事（海岸堤防の嵩上げ）

豊間地区海岸

嵩
上
げ

被災直後

工事中

嵩上げ

既設

粘り強い堤防 断面図

ＧＬより
１ｍ
根入れ
基礎

越流、引波にも強い
裏法堤防厚５０㎝
（二次製品ブロック）

総合調整が必要な箇所（久之浜地区）

海岸堤防嵩上げ

河川堤防復旧工事



災害復旧が進まない、進められない箇所の状況

機器類を用いた遠隔・間接的な計測により、高線量下での被災状況把握が
可能となる手法について、現地にて実証していく。
・衛星写真、レーダー画像による被災把握
・MMS（Mobile Mapping System）による被災把握と図化
・モバイルレーザー計測（空間レーザー測量、水中３D計測）による図化
・LPデータを活用した被災地形把握と図化
・写真計測による図化 など様々な技術を単独又は組み合わせて活用。

小型無人飛行機に
よる写真撮影と図化

衛星・レーダー画像・LPデータ

MMSによる図化

水中レーザー測量
による図化

空間レーザー測量
による図化

高線量地域におけるＩＣＴを活用した調査（準備段階）



福島県の課題

●風評被害（放射線の影響）

・ 農作物、水産物等の食品、商品が売れない。

⇒ 福島県では検査体制を強化。食の安全を確保している。

・ 観光客が敬遠し、来県者が減った。

⇒ 各地区で温泉や観光名所、名物食品がある。

・ 避難した子供へのいじめ問題。

⇒ 県外に転校した小学生等に「近寄らないといった行動」

●風化問題（大震災から４年経過すると・・・）

・ マスコミや世論は、震災を過去のもの？
・ 復興予算も、復興庁は地元県負担を求めている。

東日本大震災の教訓は、決して忘れてはならない。
被災地である福島県は復興に向け、今も戦い続けている。

是非、福島に足を運んで下さい。

２年間、派遣させていただき、ありがとうございました。


